
　今回の研究集会の目的は二つあります。

　一つめは、文化的景観の調査の際に念頭に置くべきとされている〈自然的特性〉を、生態学の観点

から見つめ直すことです。

　地質や地形、気候がややこしく入り混じる日本では、自然条件の違いに即して、地域ごとに色とり

どりの生きものの世界が育まれています。人も、多様な生きものの一員として、そのゆるやかな時間

の中、資源をうまく使いながら暮らしを繋いできました。文化的景観の調査でも、その地域の自然的

特性と人々の営みとを、一連のものとして語る努力が求められています。

　二つめは、変化する環境の中での折り合いのつけ方を、生態学の知見から学びたいということです。

　私たちは、文化的景観に限らず、地域を生きものの世界として見ています。進化・遷移していくこ

とを本質とする生きものの世界で、そのたくましさの基本は、環境変化への対応力・柔軟性です。そ

れを生態学ではロバスト性（ロバストネス）と呼びます。文化的景観でも急激な変化への対応力が求

められており、生きものの世界から学ぶところは多いはずです。
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11 月 28 日（ 土 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会場　平城宮跡資料館講堂

12：30　　　　　　　  受付開始
13：00 ～ 13：05　 　開会挨拶 　 林　良彦（奈良文化財研究所文化遺産部・部長）

13：05 ～ 13：20　　趣旨説明 　 惠谷 浩子（奈良文化財研究所景観研究室・研究員）

13：20 ～ 14：00　　【基調講演】　   佐久間 大輔 氏（大阪市立自然史博物館・主任学芸員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絡みあう文化多様性と生物多様性」

14：00 ～ 14：10　　　―休憩―
14：10 ～ 14：35　　【研究報告１】　山下 慎吾 氏（魚と山の空間生態研究所・代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「動物―四万十川流域におけるテナガエビの意味」

14：35 ～ 15：00　　【研究報告２】　白川 勝信 氏（芸北 高原の自然館・主任学芸員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「植物―西日本での森・草原・田の利用」

15：00 ～ 15：25　　【研究報告３】　高尾 昭浩 氏（奥出雲町教育委員会・調整官）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「田と森―たたら製鉄が生み出した風景の関係性」

15：25 ～ 15：50　　【研究報告４】　深町 加津枝 氏（京都大学大学院・准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「里山―都市近郊での自然の使い方」

15：50 ～ 16：00　　　―休憩―

16：00 ～ 16：45　　ポスターセッション

　　　　　　　　　　　　　１）学術研究部門
　　　　　　　　　　　　　２）地域計画部門
　　　　　　　　　　　　　３）地域 4 活動部門

16：45 ～ 17：45　　パネルディスカッション

　　　　　　　　　　　　「文化的景観における生きものの意味と調査・計画」
　　　　　　　　　　　　　　パネリスト　　：研究報告者４名
　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：福井 恒明 氏（法政大学・教授）

　　　　　　　　　　　　　　モデレーター　：小浦 久子 氏（神戸芸術工科大学・教授）

17：45 ～ 18：00　　ベストポスター賞授与式＆閉会挨拶

18：30 ～ 20：30　　情報交換会（会費：一般３,000 円／学生 2,000 円）

11 月 29 日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 京都岡崎エリア一帯

　エクスカーション「京都岡崎の文化的景観」

　　　［テーマ］自然的基盤―都市文化―生態系の関係

　　　［時　間］9：30 ～ 15：30

　　　［ルート］9：30 に蹴上駅改札前に集合→南禅寺別邸群と疏水ネットワーク→無鄰菴（山

縣有朋の京都別邸）→琵琶湖疏水と白川→神宮道周辺で各自昼食→竹中家（旧精

麦工場と水車用水路）→岡崎公園（六勝寺と内国勧業博覧会に由来する文教地区）→

平安神宮（平安遷都 1100 年記念）と平安神宮神苑（琵琶湖水系魚類のレフュージア）

→夷川ダム→ 15：30 に神宮丸太町駅で解散



参加申込・お問い合わせ先
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAX・郵送・メールにてご返信ください。会
場の都合上、参加人数は先着 150 名、エクスカーションは先着 100 名とします。申込締切
は 11 月 15 日です。なお、定員数を超えて申込みいただいた場合のみご連絡いたします。
当方から連絡のない場合は、当日会場に直接お越しください。また、演題は変更となる可能
性があります。

 　【問合せ先】
独立行政法人国立文化財機構　奈良文化財研究所　文化遺産部景観研究室 　
〒 630-8577　奈良県奈良市佐紀町 247-1
TEL：0742-30-6816　　FAX：0742-3430-6841
E-mail：keikan@nabunken.go.jp
景観研究室 HP：http://www.nabunken.go.jp/org/bunka/landscape.html

　※景観研究室 HP から本プログラムの PDF データをダウンロードして頂けます。

ポスターセッション
ポスターセッションの開催にあたり、文化的景観に関わるポスターを募集します。応募要領
等は別紙「ポスター募集のお知らせ」をご参照ください。なお、ポスター内容の事前審査を
行い、ベストポスター賞の授与も実施します。多くの皆様からのご応募をお待ちしています。

会場・集合場所
 １日目（11 月 28 日）　奈良文化財研究所　平城宮跡資料館講堂

TEL：0742-34-3931
近鉄大和西大寺駅より徒歩約５分

 ２日目（11 月 29 日）　京都市営地下鉄東西線　蹴上駅改札口
京都駅より地下鉄で約 20 分
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